
    平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年（（（（１１１１月月月月～～～～１２１２１２１２月月月月））））におけるにおけるにおけるにおける火災概況火災概況火災概況火災概況    
＊ 比較値については、前年の確定値と比較しています。 

＊ 端数処理の関係上、表中の計算が合わない場合があります。 

 

１１１１    出火件数出火件数出火件数出火件数    

    平成２２年中の出火件数は４８件であり、前年と比較し２件減少している。 

これは、７.６日（１８２時間）に１件の割合で発生していることになる。 

            第第第第１１１１表表表表    火災火災火災火災のののの状況状況状況状況       （△印は減少を示す） 

 単位 
平成２２年 

（Ａ） 

平成２１年 

（Ｂ） 

増 減 

（Ａ）―（Ｂ） 

出 火 件 数 件 ４８ ５０ △２ 

建      物  ３２ ３３ △１ 

林      野  ０ ０ ０ 

車      両  ５ １０ △５ 

船   舶  ０ ０ ０ 

航 空 機  ０ ０ ０ 

種 
 

別 

そ  の  他  １１ ７ ４ 

焼 損 棟 数 棟 ５９ ４９ １０ 

全      焼  ６ ６ ０ 

半      焼  ２ ３ △１ 

部  分  焼  １８ １９ △１ 

区 
 

分 

ぼ      や  ３３ ２１ １２ 

建物焼損床面積 ㎡ １,６２８ ５３６ １,０９２ 

建物焼損表面積 ㎡ １２３ １９９ △７６ 

林野焼損面積 ａ ０ ０ ０ 

死 者 人 １ ３ △２ 

負 傷 者 人 １８ ２ １６ 

り 災 世 帯 世帯 ５７ ３３ ２４ 

全      損  １４ ９ ５ 

半      損  ４ ３ １ 
区 

分 

小      損  ３９ ２１ １８ 

り 災 人 員 人 １４２ ９０ ５２ 

損 害 額 千円 ９７,９３９ ４３,４６３ ５４,４７６ 

建      物  ９３,０４１ ４２,８５１ ５０,１９０ 

林      野  ０ ０ ０ 

車      両  ２,３３２ ４１７ １,９１５ 

船   舶  ０ ０ ０ 

航 空 機  ０ ０ ０ 

 
 

種 
 

別 

そ  の  他  ２,５６６ １９５ ２,３７１ 

出 火 率 件 /万 人 １.８ １.８ ０ 

※ 出火率とは、「人口１万人当たりの出火件数」をいう。 

 



２２２２    火災種別出火件数火災種別出火件数火災種別出火件数火災種別出火件数    

火災種別の構成比をみると、建物火災は３２件で、全火災の６６.７％と最も高

い比率を占めている。次いで、その他の火災（屋外物品等）が１１件（２２.９％）、

車両火災が５件（１０.４％）となっている。（第１図） 

更に、全火災の中で最も高い比率を占めている建物火災を火元建物の用途別にみ

ると、共同住宅が９件（２８.１％）で最も多く、次いで一般住宅が８件（２５.

０％）、工場が７件（２１.９％）、併用住宅が３件（９.４％）、倉庫が２件（６.

３％）、その他の用途が３件（９.４％）となっている。（第２図） 

※ その他の用途とは、駐車場、複合用途（特定）です。 

 

第第第第１１１１図図図図    火災種別火災種別火災種別火災種別のののの構成比率構成比率構成比率構成比率     第第第第２２２２図図図図    建物建物建物建物用途用途用途用途ごとのごとのごとのごとの火災発生状火災発生状火災発生状火災発生状況況況況 

                 

                 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３    月別出火件数月別出火件数月別出火件数月別出火件数    

出火件数を月別にみると５月が最も多く、７件（１４.６％）発生している。 

また、四季別にみると、春季（３月～５月）が１５件、夏季（６月～８月）が８

件、秋季（９月～１１月）が１３件、冬季（１２月～２月）が１２件の発生となっ

ている。（第３図） 

                                                    第第第第３３３３図図図図    月別月別月別月別出火件数出火件数出火件数出火件数    

0件

1件

2件

3件

4件

5件

6件

7件

8件

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
    

共同住宅
９件
２８.１％

一般住宅
８件
２５.０％

工　場
７件
２１.９％

併用住宅
３件
９.４％

その他の用途

計３件
９.４％

倉　庫
２件
６.３％ 建物件数

３２件
建物火災
３２件
６６.７％

その他の火災

１１件
２２.９％

車両火災
５件
１０.４％

出火件数
４８件



    

    

４４４４    火災火災火災火災のののの覚知状況覚知状況覚知状況覚知状況    

消防機関が火災をどのような方法で覚知しているかをみると、固定電話での１１

９番通報が２３件（４７.９％）と最も多く、次いで携帯電話での１１９番通報が

１６件（３３.３％）となっている。（第４図） 

 

第第第第４４４４図図図図    覚知方法別出火件数覚知方法別出火件数覚知方法別出火件数覚知方法別出火件数    

 

１１９番（固定）
２３件
４７.９％

１１９番(携帯)
１６件
３３.３％

事後聞知
６件
１２.５％

警察電話
２件
４.２％

加入電話
１件
２.１％

出火件数

４８件

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



５５５５    損害額損害額損害額損害額    

火災による損害額は９７,９３９千円であり、前年と比較し５４，４７６千円増加

している。これは市民１人当たり３６０円、火災１件当たりで２０４万円の損害と

なっている。（人口については、平成２２年１２月末日現在） 

    

第第第第２２２２表表表表    過去過去過去過去５５５５年間年間年間年間のののの火災火災火災火災によるによるによるによる損害額及損害額及損害額及損害額及びびびび焼損床面積焼損床面積焼損床面積焼損床面積のののの推移推移推移推移    

 

 

 

 

    

    

    

    

第第第第３３３３表表表表    焼損床面積焼損床面積焼損床面積焼損床面積１００１００１００１００㎡㎡㎡㎡以上以上以上以上またはまたはまたはまたは損害額損害額損害額損害額１０１０１０１０,,,,００００００００００００千円千円千円千円以上以上以上以上のののの火災火災火災火災    

月 日 焼損建物（物品） 焼損区分 

１月３０日 木造２階建共同住宅 全 焼 

４月２２日 木造２階建共同住宅 全 焼 

※５月１５日 スクラップ（再生資源）  

７月１６日 鉄骨造２階建作業場 半 焼 

８月３０日 木造平家建住宅 全 焼 

    
※ 報道機関に取り上げられるなど社会的影響度が高かった火災 

    

    

    

    

    

    

    

    

  

 

出火件数 

（ 件 ） 

損 害 額 

（ 千円 ） 

焼損床面積 

（ ㎡ ） 

平成１８年 ５８ ５０,１０９ ８１９ 

平成１９年 ６７ １５８,１６２ １,４４８ 

平成２０年 ６６ ９２,３８７ １,１８２ 

平成２１年 ５０ ４３,４６３ ５３６ 

平成２２年 ４８ ９７,９３９ １,６２８ 



６６６６    死傷者死傷者死傷者死傷者 

（１）火災による死者は１人で、前年と比較し２人減少となっている。 

 

第第第第４４４４表表表表    死者死者死者死者のののの状況状況状況状況    

    

 

 

 

（２）火災による負傷者は１８人で、前年と比較し１６人増加となっている。 

    

第第第第５５５５表表表表    負傷者負傷者負傷者負傷者のののの状況状況状況状況    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 齢 性 別 発 生 場 所 死 因 

６３歳 男性 屋外 自損 

 応急消火義務者 消防協力者 消防吏員 その他 計 

重     症 ２ ０ ０ ０ ２ 

中 等 症 ３ ０ ０ ０ ３ 

軽     症 １０ ０ ２ １ １３ 

計 １５ ０ ２ １ １８ 



７７７７    出火原因出火原因出火原因出火原因    

出火原因別にみると、「放火及び放火の疑い」による火災が９件（１８.８％）、「た

ばこ」が８件（１６.７％）、「電灯・電話等の配線」が５件（１０.４％、器具付コー

ド３件、延長コード２件）で、全出火件数の約半数を占めている。 

また、「放火及び放火の疑い」による火災は平成６年から１７年間連続して第１位

となっている。 

 

第第第第６６６６表表表表    過去過去過去過去５５５５年間年間年間年間のののの主主主主なななな出火原因出火原因出火原因出火原因のののの推移推移推移推移    

 

 
 

出火件数 第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 

平成１８年 ５８件 
放火及び放火の疑い 

１０ 件 
たばこ 
８ 件 

こんろ 
電灯・電話等の配線 

各 ５ 件 

平成１９年 ６７件 
放火及び放火の疑い 

１６ 件 

たばこ 
こんろ 

各 １０ 件 
 

平成２０年 ６６件 
放火及び放火の疑い 

１９ 件 

たばこ 
こんろ 

各 ８ 件 
 

平成２１年 ５０件 
放火及び放火の疑い 

１９ 件 
たばこ 
４ 件 

こんろ 
電灯・電話等の配線 

ストーブ 
各 ３ 件 

平成２２年 ４８件 
放火及び放火の疑い 

９件 
たばこ 
８件 

電灯・電話等の配線 
５件 


